
    
 

 

療
養
の
傍
ら
水
墨
画
に
専
念 

 
 
 
 
 
 
 

望 

月 

武 

治
（
93
歳
） 

 

九
十
三
歳
に
な
り
ま
し
た
。い
つ
の
間
に
か
、

歳
を
重
ね
て
し
ま
っ
た
よ
う
な
気
が
い
た
し
ま

す
。
入
退
院
を
繰
り
返
し
て
い
た
た
め
、
大
好

き
な
診
療
も
止
め
て
し
ま
い
、
目
下
は
療
養
に

専
念
し
て
お
り
ま
す
。 

 

慢
性
腎
疾
患
の
た
め
血
液
透
析
を
一
週
三
回
、

病
院
で
や
っ
て
貰
っ
て
お
り
ま
す
。
病
院
で
送

り
迎
え
し
て
く
れ
る
の
で
、有
難
い
こ
と
で
す
。 

 

初
め
は
耳
が
遠
い
の
で
、
送
迎
車
の
中
で
も

同
乗
者
と
話
さ
ず
、
専
ら
短
歌
を
作
っ
て
お
り

ま
し
た
。
先
生
に
添
削
し
て
貰
う
と
な
ん
と
か

歌
ら
し
い
も
の
が
で
き
た
よ
う
で
す
。 

短

 

三
年
前
、
急
速
に
足
腰
が
弱
く
な
り
、
背
を 

 

 
 

曲
げ
て
よ
ち
よ
ち
歩
く
よ
う
に
な
り
ま
し
た
の

で
、
好
き
だ
っ
た
ダ
ン
ス
も
全
然
踊
れ
な
く
な

り
ま
し
た
が
、
二
十
年
余
り
学
ん
だ
水
墨
画
だ

け
は
な
ん
と
か
描
け
ま
す
。
六
ヶ
月
前
、
師
事

し
て
い
た
佐
々
木
鉄
心
先
生
が
逝
去
さ
れ
ま
し

た
。 今

ま
で
教
室
の
講
義
の
五
〜
六
日
前
に
な
っ

て
宿
題
の
制
作
に
励
ん
だ
だ
け
で
し
た
か
ら
、

同
期
の
先
輩
十
名
程
は
、
既
に
教
室
を
持
っ
て

教
え
て
い
る
の
に
、
私
は
孫
弟
子
に
も
か
な
わ

な
い
状
況
だ
っ
た
の
で
す
が
、
先
生
逝
去
の
訃

報
を
聞
い
て
か
ら
は
、
急
に
熱
心
に
な
り
、
半

年
間
に
四
〇
〇
枚
を
描
く
程
で
、
家
内
も
驚
い

て
お
り
ま
す
。 

 

今
後
も
療
養
の
傍
ら
、
六
〇
冊
の
指
導
書
、

一
〇
〇
冊
の
紙
上
教
室
を
頼
り
に
水
墨
画
を
楽

し
ん
で
ゆ
こ
う
と
考
え
て
お
り
ま
す
。 

 

僕
の
生
年
大
正
二
年
（
一
九
一
三
年
）
の
干

支
は
癸
丑
だ
か
ら
同
じ
干
支
は
六
十
年
後
の
昭

和
四
十
八
年
（
一
九
七
三
年
）
に
な
る
。
即
ち

還
暦
で
あ
る
。
さ
れ
ば
第
二
の
還
暦
は
更
に
六

十
年
後
の
平
成
四
十
一
年
（
二
〇
三
三
年
）
に

な
る
。
齢
は
百
二
十
歳
。
こ
ゝ
ま
で
は
生
き
ら

れ
る
筈
が
な
い
の
み
な
ら
ず
、
十
二
年
後
の
次

の
干
支
ま
で
す
ら
生
き
て
は
居
ま
い
。
然
ら
ば

平
成
二
十
一
年
己
丑
は
僕
の
最
後
の
丑
年
に
な

る
。 

 

つ
い
で
に
述
べ
れ
ば
、
東
京
醫
大
微
生
物
の

僕
の
後
繼
者
と
な
っ
た
金
兌
貞
博
士
（
現
名
誉

教
授
）
は
僕
よ
り
一
周
り
下
の
丑
、
干
支
は
乙

丑
、
畏
れ
多
い
が
昭
和
天
皇
は
僕
よ
り
一
周
り

上
の
丑
で
干
支
は
辛
丑
、
明
治
三
十
四
年
（
一

九
〇
一
年
）
の
御
誕
生
で
あ
る
。
僕
の
現
役
時

代
、
僕
よ
り
二
周
り
下
の
大
學
院
生
が
居
た
。

昭
和
十
二
年
（
一
九
三
七
）
生
れ
の
丁
丑
。
君

 

カ

で
輝
い
て
い
た
り
…
…
今
年
の
目
標
や
意
気
込
み
を
伺
い
ま
し
た
。
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ク
ラ
ブ
は
高
齢
者
が
多
い
趣
味
の
集
団
で
す 

 

自
己
を
中
心
と
し
た
る
干
支
談 

 
 
 
 
 
 
 

大 

黒 
 

勇
（
95
歳
） 

  

わ
が
年
頭
所
感

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

が
、
そ
の
実
力
は
“
ギ
ネ
ス
級
”。
い
ま
な
お

ット・鈴木啓之 

医
療
最
前
線
で
活
躍
中
だ
っ
た
り
、
引
退
は
し
た
も
の
の
趣
味
の
世
界

 



は
天
皇
陛
下
、
僕
、
金
君
と
丑
を
通
じ
て
陛
下

に
通
ず
る
の
だ
か
ら
、
特
に
奮
勵
努
力
せ
よ
と

し
た
の

あ
っ
た
。 

勵
ま

で

 

恵 

方 

 
 
 
 
 
 
 
 

有 
泉 
七 
種(

87) 

 
 

明
け
ま
し
て
、お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す 。

 
 

な
に
は
と
も
あ
れ
、
平
穏
な
年
で
あ
る
こ 

 
 

と
を
祈
念
い
た
し
ま
す
。 

 

 
 
 

と
こ
ろ
で
、
今
年
は
平
成
二
十
一
年
。
大
正

十
一
年
一
月
生
ま
れ
の
私
は
、
満
八
十
七
歳
に

な
る
。
む
か
し
の
数
え
年
な
ら
、
八
十
八
歳
の

米
寿
。
あ
き
ら
か
に
、
後
期
高
齢
者
で
、
大
正
・

昭
和
・
平
成
の
各
時
代
を
生
き
て
き
た
こ
と
に

な
る
。
し
か
し
、
大
半
は
昭
和
の
時
代
で
、
い

わ
ば
、
波
乱
の
時
代
を
生
き
て
き
た
こ
と
に
な

る
。
そ
れ
だ
け
で
、
新
し
い
年
を
迎
え
る
と
、

苦
楽
の
別
な
く
、
さ
ま
ざ
ま
な
こ
と
を
思
い
出

す
。 

 

た
と
え
ば
、
小
学
校
時
代
は
満
州
事
変
で
、

テ
ツ
カ
ブ
ト
と
タ
ン
ク
（
戦
車
）
と
爆
弾
三
勇

士
が
出
現
し
て
、
満
州
国
が
出
来
上
が
っ
た
。

中
学
校
時
代
は
支
那
事
変
で
、火
野
葦
平
の「
麦

と
兵
隊
」
が
ベ
ス
ト
セ
ラ
ー
と
な
り
、「
徐
州
徐

州
と
人
馬
は
進
む
、
徐
州
よ
い
か
住
み
よ
い
か

…
…
」
の
歌
謡
曲
が
流
行
し
た
。
そ
し
て
、
大

学
時
代
は
第
二
次
世
界
大
戦
の
勃
発
と
敗
戦
。

そ
れ
か
ら
戦
後
の
こ
と
な
ど
。
思
い
出
せ
ば
限

り
が
な
い
が
、
最
大
の
こ
と
と
い
え
ば
、
故
郷

を
捨
て
て
、
こ
こ
信
州
の
飯
田
に
居
を
さ
だ
め

た
こ
と
で
あ
る
。 
 

私
の
生
ま
れ
た
在
所
は
山
梨
県
。
甲
府
盆
地

の
ほ
ぼ
中
央
の
農
村
で
、
信
州
飯
田
の
山
峡
か

ら
は
、
南
ア
ル
プ
ス
連
峰
を
へ
だ
て
た
、
東
の

空
の
彼
方
に
あ
る
。こ
の
地
に
居
を
さ
だ
め
て
、

す
で
に
、
五
十
三
年
の
余
。
半
世
紀
以
上
を
、

こ
の
地
に
生
活
し
て
来
て
い
る
の
で
あ
る
が
、

故
郷
を
思
う
こ
と
も
あ
る
。
若
年
の
こ
ろ
は
、

さ
ほ
ど
で
も
な
か
っ
た
が
、
還
暦
を
す
ぎ
、
古

希
を
す
ぎ
、
更
に
、
喜
寿
を
す
ぎ
て
か
ら
は
、

年
々
歳
々
、望
郷
の
思
い
が
募
る
。と
い
っ
て
、

い
ま
さ
ら
、
生
ま
れ
在
所
へ
帰
る
こ
と
も
出
来

な
い
。 

こ
の
半
世
紀
余
の
時
代
の
流
れ
の
中
で
、
在

所
の
村
は
、
昭
和
の
合
併
で
町
と
な
り
、
平
成

の
合
併
で
市
と
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
市
と
な
っ

て
も
、
農
村
の
た
た
ず
ま
い
に
は
大
差
は
な
い

が
、
生
ま
れ
育
っ
た
家
は
な
い
。
名
前
ば
か
り

の
本
籍
と
先
祖
累
代
の
墓
所
と
檀
那
寺
が
あ
る

だ
け
で
あ
る
。
ま
さ
に
、「
骨
壷
の
底
に
ゆ
ら
れ

て
帰
る
村
」、
そ
の
も
の
の
故
郷
で
あ
る
が
、
元

日
の
朝
に
は
、
恵
方
と
し
て
、
南
ア
ル
プ
ス
大

連
峰
の
彼
方
の
空
を
遥
拝
す
る
こ
と
に
し
て
い

る
。 

 

方
と
す 

ふ
る
さ
と
は
山
の
か
な
た
ぞ
恵

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

七
種 

 

大
変
革
の
年
を
乗
り
越
え 

ら
れ
る
か

 
 
 
 
 
 
 
 

佐 

藤 

文 

男
（
84
） 

 

  

米
国
が
風
邪
を
引
く
と
日
本
は
肺
炎
と
言
わ

れ
て
い
た
の
が
、
米
国
が
重
症
な
肺
炎
と
な
っ

た
の
だ
か
ら
、
日
本
は
危
篤
に
な
る
の
は
当
然

だ
が
、
来
年
一
杯
で
持
ち
直
せ
る
か
ど
う
か
が
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問
題
だ
。「
温
故
知
新
」
歴
史
は
繰
り
返
す
で
、

老
人
の
経
験
を
聴
く
出
番
と
な
る
。 

小
生
の 
“
人
生
訓 

”
は
、
四
十
、
五
十
は

よ
ち
よ
ち
歩
き
、
六
十
、
七
十
洟
た
れ
小
僧
、

八
十
、
九
十
働
き
盛
り
、
百
を
過
ぎ
れ
ば
隠
居

仕
事
で
一
休
み
。
百
二
十
で
“
長
寿
の
祝
”
人

生
僅
か
二
百
年
。
人
間
は
“
生
老
病
死
”
と
言

わ
れ
る
よ
う
に
、
始
め
が
あ
れ
ば
終
わ
り
が
必

ず
来
る
。 

 

人
間
の
耐
用
年
数
は
二
百
年
（
武
内
宿
彌

た
け
の
う
ち
の
す
く
ね

は
三
百
歳
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
）
が
限
度
。
明

治
維
新
以
後
、科
学
万
能
の
世
と
移
り
変
わ
り
、

日
本
人
の
神
仏
に
対
す
る
畏
敬
、
信
仰
の
念
が

う
す
れ
つ
つ
あ
る
の
は
嘆
か
わ
し
い
。
歳
末
、

お
伊
勢
参
り
と
賢
島
一
泊
旅
行
を
し
た
。
中
小

学
校
の
教
育
方
針
が
変
わ
っ
た
為
か
、
京
都
、

奈
良
、
伊
勢
の
修
学
旅
行
が
殆
ん
ど
無
く
な
り

敬
神
仏
の
念
が
薄
れ
、携
帯
電
話
、パ
ソ
コ
ン
、

テ
レ
ビ
が
今
の
若
者
、
男
女
を
支
配
す
る
世
と

急
激
に
変
革
さ
れ
た
。 

 

大
政
奉
還
か
ら
明
治
、
大
正
デ
モ
ク
ラ
シ
ー

左
傾
の
世
。
昭
和
政
治
の
軍
閥
支
配
に
よ
る
戦

争
、
敗
戦
、
米
国
占
領
政
策
の
続
行
に
よ
る
米

国
依
存
政
治
、
近
隣
諸
国
に
は
追
従
政
治
と
変

わ
り
果
て
、
対
等
に
発
言
で
き
ぬ
外
交
は
、
国

の
尊
厳
を
著
し
く
失
わ
せ
て
し
ま
っ
た
。
国
内

的
に
は
、
男
女
同
権
、
労
組
支
配
の
日
教
組
主

導
の
義
務
教
育
が
小
、
中
学
生
の
現
実
の
姿
と

な
っ
て
社
会
の
有
識
者
の
批
判
の
対
象
と
な
り

顰
蹙

ひ
ん
し
ゅ
く

を
か
っ
て
い
る
。 

し
か
し
、
原
因
は
教
育
で
は
な
く
、
テ
レ
ビ

に
よ
る
動
く
視
線
に
よ
る
脳
内
変
化
と
深
夜
ま

で
起
き
て
い
る
睡
眠
不
足
が
大
き
く
関
与
し
て

い
る
と
思
わ
れ
る
。
環
境
に
よ
る
多
湿
列
島
海

洋
国
日
本
に
乾
燥
大
陸
国
の
文
化
、
文
明
を
吸

収
、
発
展
し
て
来
た
が
、
百
年
に
一
度
の
米
国

経
済
崩
壊
の
世
界
各
国
へ
の
影
響
を
如
何
に
受

け
止
め
、
立
ち
直
る
か
は
、
す
べ
て
過
去
の
叡

智
に
含
ま
れ
て
い
る
し
、
必
ず
立
ち
直
る
と
信

じ
て
い
る
。 

 

具
体
的
方
策
は
各
層
の
リ
ー
ダ
ー
が
、 

（
１
）
必
ず
復
活
さ
せ
る
と
い
う
確
固
た
る
信

念
を
持
つ
。 

（
２
）
労
使
と
も
エ
ゴ
（
自
己
中
心
の
考
え
）

を
捨
て
る
。
解
雇
者
を
救
う
た
め
給
料
（
少
な

く
と
も
10
％
）
を
カ
ッ
ト
し
て
首
切
り
を
防
ぐ

相
互
扶
助
精
神
の
実
行
。 

（
３
）
日
本
古
来
か
ら
の
共
産
社
会
、
す
く
な

い
物
を
分
け
合
う
原
点
に
戻
れ
る
か
ど
う
か
が

鍵
と
な
る
。
そ
の
た
め
に
は
、 

（
４
）
資
本
家
を
敵
と
し
て
絶
え
ず
戦
う
共
産

党
の
下
部
組
織
の
考
え
を
放
棄
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。 

 

経
済
崩
壊
は
、
車
、
航
空
優
先
社
会
の
大
国

米
国
よ
り
始
ま
っ
た
。
海
に
囲
ま
れ
た
列
島
小

国
日
本
は
気
象
変
化
が
激
し
い
の
で
、小
型
機
、

ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
は
交
通
手
段
と
事
故
多
発
の
危

険
が
あ
る
。
新
幹
線
、
電
車
の
方
が
安
全
だ
。

更
に
電
気
自
動
車
、
自
動
化
操
縦
の
発
達
が
交

通
事
故
を
減
少
さ
せ
る
。 

 

一
方
、人
間
の
本
質
を
変
化
さ
せ
る
テ
レ
ビ
、

携
帯
機
器
の
規
則
に
よ
り
幼
少
時
の
充
分
な
睡

眠
と
休
養
に
よ
り
、
健
全
な
身
体
と
精
神
の
国

民
育
成
と
な
る
こ
と
を
行
政
に
容
貌
、
期
待
す

る
。 
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「
老
い
」
を
詠
む 

  
 
 
 
 
 
 
 

横 

田 

英 

夫
（
89
） 

 

先
日
、
評
論
家
の
加
藤
周
一
氏
が
亡
く
な
ら

れ
た
。
そ
の
新
聞
記
事
の
表
題
に
大
き
く
「
８

９
」
の
文
字
が
添
え
て
あ
っ
た
。
な
に
も
故
人

の
享
年
を
こ
ん
な
に
書
か
な
く
て
も
い
い
の
に

と
思
っ
た
が
、
自
分
も
同
じ
位
の
年
に
な
っ
た

か
と
、
暫
く
紙
面
を
見
つ
め
て
い
た
。 

 

さ
て
、
は
っ
き
り
と
記
憶
し
て
い
な
い
が
、

十
五
、
六
年
前
ま
で
は
年
一
回
「
短
歌
部
」
の

吟
行
会
が
開
か
れ
て
い
た
。
た
し
か
神
代
植
物

公
園
で
行
わ
れ
た
時
に
、
そ
の
日
最
長
老
で
あ

っ
た
富
永
貢
先
生
が
「
僕
は
老
い
を
詠
ま
な
い

こ
と
に
し
て
い
る
」
と
言
わ
れ
た
。
当
時
先
生

は
八
十
二
歳
位
で
あ
っ
た
が
、
そ
の
意
気
や
壮

な
り
と
感
心
し
た
こ
と
を
思
い
だ
す
。 

 

後
日
吾
が
師
、
熊
谷
優
利
枝
先
生
に
報
告
し

た
所
、「
老
い
を
詠
ん
で
も
良
い
の
で
す
。
足
が

遅
く
な
っ
た
、
腰
が
痛
い
等
あ
り
の
ま
ま
を
お

詠
み
な
さ
い
」
と
言
わ
れ
少
し
気
が
楽
に
な
っ

た
。
し
か
し
あ
り
の
ま
ま
と
言
っ
て
も
、
自
分

が
病
気
に
な
っ
た
時
に
、
上
田
三
四
二
の
よ
う

に
美
し
い
歌
を
、
ま
た
中
城
ふ
み
子
の
よ
う
な

凄
絶
な
歌
を
、果
た
し
て
詠
め
る
で
あ
ろ
う
か
、

全
く
自
信
は
無
い
。 

 

年
を
取
る
と
仕
事
の
上
で
も
日
常
の
行
動
範

囲
も
狭
く
な
っ
て
、
歌
の
題
材
も
限
ら
れ
て
く

る
。
身
の
ま
わ
り
の
こ
と
、
家
族
と
の
付
き
合

い
、
自
信
の
健
康
の
こ
と
位
し
か
思
い
つ
か
な

い
。 

 

こ
れ
か
ら
は
出
来
る
だ
け
「
生
老
病
死
」
の

対
極
に
あ
る
も
の
、
若
さ
、
健
や
か
さ
、
生
き

る
こ
と
等
に
目
を
向
け
て
歌
を
作
り
た
い
と
思

っ
て
い
る
。 

 

私
の
日
記
帖 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

土 
屋 

忠 

彦
（
85
） 

 

十
一
月
下
旬
に
デ
パ
ー
ト
の
書
籍
部
に
行
き

来
年
の
カ
レ
ン
ダ
ー
と
一
緒
に
日
記
帖
を
買
っ

た
。
カ
レ
ン
ダ
ー
の
方
は
家
内
が
好
き
な
「
日

め
く
り
」
だ
が
、
私
の
日
記
帖
は
こ
の
年
末
で

五
年
間
の
日
記
が
終
わ
る
か
ら
で
あ
る
。 

 

私
の
日
記
は
戦
後
の
頃
か
ら
付
け
て
い
た
も

の
だ
が
、
或
る
年
嫌
な
事
が
あ
っ
て
そ
れ
迄
の

日
記
帖
は
す
べ
て
破
棄
し
て
し
ま
っ
た
。
そ
の

後
数
年
し
て
再
び
五
年
物
の
日
記
を
つ
け
始
め

今
日
ま
で
続
い
て
い
る
が
、
日
記
と
言
っ
て
も

そ
の
日
の
出
来
事
と
か
自
分
の
行
っ
た
事
位
の

所
で
、
余
り
書
く
ス
ペ
ー
ス
も
無
い
が
、
毎
日

の
天
気
と
気
温
は
欠
か
さ
ず
記
入
し
て
い
る
。

そ
れ
だ
け
の
日
記
で
あ
る
。
そ
れ
で
も
長
年
に

亘
っ
て
、
そ
の
日
の
事
を
書
き
残
し
て
お
く
と

時
に
は
三
年
前
と
か
五
年
前
の
事
が
思
い
出
さ

れ
て
嬉
し
い
事
も
あ
っ
た
り
す
る
。 

五
年
前
の
一
月
に
は
、
自
動
車
の
運
転
免
許

の
更
新
（
大
型
二
と
大
自
二
）
が
出
来
た
し
、

六
月
に
は
旧
制
の
広
島
一
中
の
最
終
の
同
窓
会

が
宮
島
で
催
さ
れ
、
翌
日
は
数
人
の
友
と
弥
山

に
登
っ
た
事
も
書
か
れ
て
い
る
。
ま
た
十
三
年

間
愛
用
し
た
オ
ー
ト
バ
イ
を
下
取
り
に
一
二
五

c
の
バ
イ
ク
に
乗
り
換
え
た
事
も
…
…
。 

c

 

十
八
年
の
九
月
に
は
、
私
の
第
三
回
の
油
絵

の
個
展
が
木
屋
町
画
廊
で
開
か
れ
た
時
の
事
と
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か
、
一
昨
年
の
十
二
月
に
愛
用
の
ワ
ー
プ
ロ
が

故
障
し
て
修
理
不
能
に
な
り
、
止
む
な
く
パ
ソ

コ
ン
ま
で
買
っ
た
が
、
カ
シ
オ
の
社
長
さ
ん
宛

に
手
紙
を
出
し
た
と
こ
ろ
、
大
阪
の
取
り
扱
い

会
社
を
紹
介
し
て
下
さ
り
再
び
ワ
ー
プ
ロ
の
機

械
が
入
手
出
来
た
時
の
嬉
し
か
っ
た
事
な
ど
も

目
に
飛
び
込
ん
で
来
ま
す
。
其
の
他
毎
年
行
わ

れ
て
い
る
様
な
行
事
の
事
や
大
相
撲
、
マ
ラ
ソ

ン
、
駅
伝
大
会
、
高
校
野
球
等
々
の
ス
ポ
ー
ツ

大
会
の
記
録
も
思
い
出
深
く
、
ま
た
記
録
的
な

夏
の
猛
暑
と
か
冬
の
積
雪
、
地
震
、
台
風
、
交

通
災
害
な
ど
も
日
記
を
見
る
と
想
い
出
さ
れ
ま

す
。 

 

昨
年
の
正
月
ま
で
は
毎
年
初
登
山
で
愛
宕
山

に
登
っ
た
が
、
背
骨
を
痛
め
て
四
月
か
ら
山
登

り
を
中
止
し
て
歩
く
方
に
変
更
し
た
が
、
五
十

年
間
の
山
の
想
い
出
は
Ｔ
Ｖ
や
美
術
展
で
山
の

風
景
を
見
る
と
昔
の
事
が
浮
か
ん
で
来
ま
す
。 

 

さ
て
次
の
日
記
帖
を
買
う
に
当
た
り
、
ま
た

五
年
物
に
す
る
か
三
年
物
に
す
る
か
と
迷
っ
た

が
八
十
五
歳
の
現
在
の
体
力
で
は
あ
と
何
年
元

気
で
い
ら
れ
る
か
を
考
え
、
取
り
あ
え
ず
ス
ペ

ー
ス
の
多
い
三
年
物
の
方
が
良
か
ろ
う
と
決
め

た
が
、
何
日
ま
で
続
け
ら

…
…
。 

れ
る
や
ら

 

三
回
死
な
な
か
っ
た
私 

 
 
 
 
 
 
 
 

新 

井 

隆 

彦
（
80
） 

 

人
間
誰
し
も
八
十
歳
に
も
な
れ
ば
日
常
生
活

で
も
危
な
い
！ 

と
思
っ
た
時
が
あ
る
と
思
い

ま
す
。
し
か
し
私
の
体
験
は
、
避
け
ら
れ
る
筈

が
な
い
死
を
そ
の
都
度
逃
れ
る
事
が
出
来
ま
し

た
。
本
当
に
奇
跡
と
し
か
言
え
な
い
体
験
で
し

た
。 

 

「
第
一
回
目
」 

 

時
は
昭
和
二
十
年
、終
戦
直
後
の
こ
と
で
す
。

場
所
は
中
国
、
青
島
で
す
。
第
一
次
世
界
大
戦

後
、
多
く
の
日
本
人
が
こ
の
青
島
に
居
を
構
え

財
を
成
し
ま
し
た
。
そ
れ
が
終
戦
に
よ
り
一
変

し
て
規
定
の
僅
か
な
荷
物
を
持
っ
て
内
地
に
引

き
揚
げ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。 

「
ど
う
せ
私
た
ち
が
出
た
途
端
に
、
全
て
の
財

産
は
中
国
人
に
取
ら
れ
る
に
決
っ
て
い
ま
す
。

学
生
さ
ん
に
家
財
一
切
を
あ
げ
ま
す
」
と
言
わ

れ
、
五
階
建
て
の
ア
パ
ー
ト
に
肺
結
核
の
同
級

生
一
人
と
一
緒
に
引
っ
越
し
た
次
第
で
す
。
次

か
ら
次
へ
と
帰
国
す
る
日
本
人
の
方
か
ら
同
様

に
全
財
産
を
頂
き
ま
し
た
。
つ
ま
り
五
階
建
て

の
ア
パ
ー
ト
に
私
た
ち
二
人
だ
け
が
全
世
帯
の

部
屋
の
鍵
を
貰
っ
て
暮
ら
す
こ
と
に
な
っ
た
の

で
す
。 

 

先
ず
隣
の
部
屋
か
ら
現
金
、
缶
詰
、
タ
バ
コ

な
ど
持
て
る
も
の
を
次
か
ら
次
へ
と
自
分
の
部

屋
に
運
び
ま
し
た
。
一
瞬
に
し
て
大
金
持
ち
に

な
っ
た
わ
け
で
す
が
、
田
舎
の
学
校
を
出
て
直

ぐ
中
国
の
学
校
に
入
っ
た
私
は
、
お
金
を
遣
う

事
、
高
価
な
品
に
替
え
て
内
地
に
持
っ
て
帰
る

な
ど
何
一
つ
考
え
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。
し
か

し
数
日
後
か
ら
毎
日
泥
棒
の
集
団
が
や
っ
て
来

る
よ
う
に
な
り
、
下
か
ら
段
々
と
上
の
部
屋
ま

で
大
勢
の
泥
棒
が
集
ま
っ
て
ド
ア
を
壊
し
て
入

り
込
み
ま
し
た
。
何
し
ろ
学
校
は
閉
鎖
に
な
り 

暇
が
あ
り
ま
し
た
の
で
、
日
本
刀
を
見
つ
け
て

ヤ
ス
リ
で
短
く
し
て
担
当
を
作
り
、
何
時
で
も

身
に
付
け
て
い
ま
し
た
。 
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あ
る
日
、
下
で
大
き
な
声
が
し
ま
し
た
。
覗

い
て
み
る
と
中
国
兵
の
一
団
で
し
た
。
私
一
人

で
階
段
を
下
り
て
行
き
門
を
開
け
ま
し
た
。
十

人
位
の
兵
隊
で
隊
長
ら
し
き
も
の
が
「
今
日
か

ら
こ
の
ビ
ル
を
接
収
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
つ

い
て
は
お
前
を
服
装
検
査
す
る
か
ら
手
を
挙
げ

ろ
」
と
言
わ
れ
ま
し
た
。
ま
ず
い
こ
と
に
短
刀

が
見
つ
か
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
途
端
に
隊
長

が
鋭
い
声
で
命
令
し
全
員
が
銃
剣
を
私
に
突
き

付
け
ま
し
た
。
終
戦
直
後
の
問
答
無
用
の
時
代

で
す
。
即
座
に
銃
殺
が
考
え
ら
れ
ま
し
た
。 

「
隊
長
、
こ
の
場
で
や
り
ま
し
ょ
う
か
」 

隊
長
は
「
後
ろ
の
庭
で
や
ろ
う
」
と
言
っ
て

い
ま
す
。
私
は
何
と
か
助
か
る
方
法
は
な
い
か

と
、
五
階
に
病
人
が
い
る
か
ら
お
別
れ
し
て
く

る
と
、
必
死
で
隊
長
に
頼
み
ま
し
た
。
私
は
後

ろ
か
ら
銃
を
突
き
つ
け
ら
れ
た
ま
ま
階
段
を
上

が
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
部
屋
の
前
ま
で
来

る
と
、
正
に
戦
争
映
画
の
よ
う
で
し
た
。
先
ず

全
員
が
ド
ア
の
前
で
構
え
て
隊
長
を
先
頭
に
部

屋
に
突
入
し
ま
し
た
。
そ
の
間
、
私
は
兵
隊
か

ら
銃
を
突
き
付
け
ら
れ
た
ま
ま
で
す
。 

そ
の
時
、
部
屋
の
床
の
間
に
雨
で
濡
れ
た
中

国
の
国
旗
を
干
し
て
あ
り
ま
し
た
。
終
戦
直
後

で
す
か
ら
国
家
意
識
が
旺
盛
で
す
。
一
同
、
国

旗
に
敬
礼
し
ま
し
た
。
す
か
さ
ず
私
は
中
国
の

国
旗
を
友
好
の
印
に
床
の
間
に
飾
っ
て
い
た
と

説
明
し
ま
し
た
。
こ
れ
で
す
っ
か
り
状
況
が
一

変
し
ま
し
た
。
私
は
集
め
て
お
い
た
米
、
タ
バ

コ
、
缶
詰
な
ど
を
ば
っ
と
兵
隊
に
持
た
せ
ま
し

た
。
隊
長
が
今
日
か
ら
下
で
警
備
し
て
い
る
か

ら
困
っ
た
こ
と
が
あ
れ
ば
来
る
よ
う
に
と
言
い

残
し
て
一
同
引
き
上
げ
ま
し
た
。 

兵
隊
が
い
な
く
な
っ
た
途
端
に
腰
が
抜
け
て

立
て
な
く
な
り
ま
し
た
。
病
人
の
同
級
生
に
危

う
く
死
刑
に
な
る
と
こ
ろ
だ
っ
た
と
話
し
て
い

る
最
中
に
、
ま
た
兵
隊
が
ド
ア
を
強
く
叩
き
ま

し
た
。
や
っ
ぱ
り
俺
は
死
刑
に
な
る
の
か
と
震

え
な
が
ら
ド
ア
を
開
け
る
と
、
一
人
の
兵
隊
が

「

是
不
要
」
と
い
い
な
が
ら
ア
ス
パ
ラ
ガ
ス

の
缶
詰
を
返
し
に
来
た
の
で
し
た
。
要
ら
な
い

な
ら
何
も
ド
ア
を
叩
い
て
返
す
こ
と
は
な
い
だ

ろ
う
と
、
私
の
寿
命
が
ま
た
縮
み
ま
し
た
。 

 

「
第
二
回
目
」 

数
年
後
、
内
地
に
引
き
揚
げ
医
専
を
卒
業
し

て
北
海
道
の
日
高
で
診
療
所
に
勤
務
し
て
い
ま

し
た
。
冬
厳
寒
時
の
往
診
は
大
変
で
し
た
。
村

長
か
ら
貰
っ
た
航
空
兵
の
毛
皮
服
を
着
込
み
、

オ
ー
ト
バ
イ
で
十
数
キ
ロ
の
山
に
向
か
い
ま
し

た
。
何
回
か
通
っ
た
道
で
す
か
ら
曲
が
り
く
ね

っ
た
雪
の
山
道
を
ス
ピ
ー
ド
を
出
し
て
登
り
、

崖
の
上
で
カ
ー
ブ
を
曲
が
っ
た
途
端
、
目
の
前

に
滝
が
凍
っ
て
道
路
を
塞
い
で
い
る
の
が
見
え

ま
し
た
。 

私
は
大
型
オ
ー
ト
バ
イ
で
猛
烈
な
ス
ピ
ー
ド

で
す
。左
は
何
百
メ
ー
ト
ル
の
断
崖
絶
壁
で
す
。

道
は
オ
ー
ト
バ
イ
の
長
さ
一
杯
の
狭
い
雪
道
で

ト
ラ
ッ
ク
が
つ
け
た
タ
イ
ヤ
の
溝
で
す
。
そ
の

瞬
間
か
ら
全
く
意
識
が
あ
り
ま
せ
ん
。
気
が
付

い
た
ら
何
と
麓
の
方
向
に
向
か
っ
て
ト
コ
ト
コ

走
っ
て
い
ま
し
た
。
猛
烈
な
ス
ピ
ー
ド
だ
っ
た

の
で
、
滝
の
氷
の
上
で
大
型
オ
ー
ト
バ
イ
が
完

全
に
一
回
転
し
た
の
で
す
。 

普
通
の
ス
ピ
ー
ド
で
し
た
ら
、
そ
の
ま
ま
谷
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底
へ
落
ち
て
い
た
は
ず
で
す
。 

 

「
第
三
回
目
」 

同
じ
く
日
高
の
村
の
春
の
事
で
す
。
診
療
所

に
は
入
院
患
者
が
二
十
人
お
り
、
私
は
別
棟
の

院
長
住
宅
に
父
母
と
妹
と
家
内
の
五
人
で
暮
し

て
い
ま
し
た
。
か
ね
て
か
ら
オ
ー
ト
バ
イ
で
村

を
走
る
と
、
春
の
雪
解
け
で
道
路
が
冠
水
し
て

通
れ
な
い
こ
と
が
し
ば
し
ば
あ
り
ま
し
た
。
村

長
に
「
万
一
に
備
え
て
病
室
の
屋
根
に
避
難
の

の
出
口
を
作
っ
て
ほ
し
い
と
言
い
ま
し
た
と
こ

ろ
、
こ
の
村
で
生
ま
れ
た
俺
が
そ
ん
な
こ
と
は

考
え
ら
れ
な
い
と
一
笑
さ
れ
ま
し
た
が
、
と
に

か
く
病
室
の
屋
根
に
大
き
な
穴
を
開
け
て
貰
い

ま
し
た
。 

そ
れ
か
ら
二
か
月
後
、
私
は
妹
の
就
学
の
こ

と
で
東
京
に
帰
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
村
民

の
強
い
引
き
留
め
運
動
で
村
の
方
々
が
札
幌
ま

で
バ
ス
を
仕
立
て
て
、
教
授
に
留
任
陳
情
に
ま

で
発
展
し
た
事
に
感
謝
し
な
が
ら
の
辞
任
で
し

た
。 栃

木
県
の
診
療
所
に
赴
任
し
て
数
週
間
後
、

新
聞
は
一
斉
に
北
海
道
日
高
の
水
害
を
大
き
く

報
じ
て
お
り
ま
し
た
。
中
で
も
被
害
が
大
き
か

っ
た
の
は
、
私
の
い
た
新
冠
診
療
所
周
辺
で
、

死
者
も
出
た
と
の
こ
と
で
し
た
。
数
日
後
町
に

出
て
ニ
ュ
ー
ス
映
画
を
見
ま
し
た
ら
、
病
室
の

屋
根
に
開
け
ら
れ
た
穴
か
ら
米
軍
の
ヘ
リ
コ
プ

タ
ー
で
患
者
が
脱
出
す
る
風
景
が
報
道
さ
れ
、

さ
ら
に
シ
ョ
ッ
ク
だ
っ
た
の
は
院
長
住
宅
が
洪

水
の
濁
流
に
浮
か
び
流
さ
れ
て
行
っ
て
、
見
て

い
る
前
で
日
高
本
線
の
鉄
橋
に
当
た
り
木
っ
端

微
塵
に
な
る
シ
ー
ン
で
し
た
。
僅
か
二
ヵ
月
前

に
離
村
の
決
心
を
し
て
い
な
け
れ
ば
、
こ
の
住

宅
の
家
族
の
よ
う
に
一
同
無
残
な
結
果
に
な
る

と
こ
ろ
で
し
た
。 

 

「
回 
顧
」 

昨
年
三
月
に
六
十
年
に
及
ぶ
診
療
生
活
を
終

え
て
、
只
今
振
り
返
り
ま
す
と
、
生
き
て
い
る

の
が
本
当
に
不
思
議
で
す
。
文
字
通
り
生
き
て

い
た

で
は
な
く
生
か
さ
れ
て
い
た
の
だ
と
、

痛
感
す
る
次
第
で
す
。 

の 

 
 
 

 
 

 
 
 

 

ト

 

行スくいスっ
ま

 

気四も中との様滞思（
                      

 
 
 
 
 

佐
久
間 

正
人 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 

（
川
崎
市
中
原
区
）

バ
ー
ミ
ア
ン
の
石
仏 

長
年
の
懸
案
だ
っ
た
ア
ン
コ
ー
ル
ワ
ッ 

へ
昨
年
の
春
や
っ
と
念
願
を
か
な
え
て 

っ
て
き
ま
し
た
。
普
通
４
日
間
の
コ
ー 

を
シ
エ
ス
タ
つ
き
で
７
日
で
廻
る
ゆ
っ 

り
ツ
ア
ー
で
し
た
の
で
、
駆
け
足
で
追 

抜
い
て
ゆ
く
他
の
ツ
ア
ー
を
尻
目
に
、 

ケ
ッ
チ
し
な
が
ら
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
に
載 

て
い
な
い
と
こ
ろ
も
回
る
こ
と
が
出
来 

し
た
。 

中
で
も
バ
ー
ミ
ア
ン
の
石
仏
群
は
最
も 

に
入
り
ま
し
た
。
一
面
塔
、
二
面
塔
、 

面
塔
が
百
塔
近
く
あ
る
そ
う
で
、
佛
面 

温
和
な
お
顔
、
厳
し
い
お
顔
等
様
々
、 

庭
に
一
基
だ
け
立
っ
て
い
る
も
の
、
顔 

顔
が
く
っ
つ
き
そ
う
に
迫
っ
て
い
る
も 

、
仏
面
と
同
じ
高
さ
で
拝
め
る
も
の
と 

々
で
、
も
う
少
し
若
け
れ
ば
１
週
間
位 

在
し
て
此
処
だ
け
で
ス
ケ
ッ
チ
し
た
い 

い
で
し
た
。 

第
56
回
日
本
医
家
美
術
展
出
品
作
品
）

表
紙
の
言
葉 
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長
唄
「
浦
島
」
を
踊
っ
て 

 
 
 
 
 
 

飯 

田 

文 

良
（
80
） 

 

昨
年
の
一
月
の
こ
と
だ
っ
た
。
こ
の
年
の
医

家
邦
楽
祭
の
演だ

し
も
の
を
何
に
し
よ
う
か
と
相

談
が
あ
っ
た
時
、
師
匠
か
ら
「
浦
島
」
は
ど
う

で
し
ょ
う
か
と
提
案
が
あ
っ
た
。「
浦
島
」
は
二

十
年
も
前
、
踊
り
の
習
い
始
め
の
時
、
以
前
の

師
匠
花
柳
吉
和
師
の
時
に
稽
古
を
し
て
、
甲
府

市
医
師
会
の
新
年
会
の
余
興
に
踊
っ
て
章
を
も

ら
っ
た
こ
と
が
あ
る
。
そ
ん
な
に
難
し
く
は
な 

か
っ
た
よ
う
な
記
憶
が
あ
っ
て
、
そ
れ
で
は
お

願
い
し
ま
す
と
い
う
こ
と
に
な
っ
た
。 

 

現
在
の
師
匠
花
柳
彩
三
郎
師
は
ま
だ
若
く
、

稽
古
の
厳
し
い
こ
と
で
有
名
な
方
だ
っ
た
。
長

年
外
科
手
術
を
し
て
い
た
関
係
で
、
ど
う
し
て

も
背
骨
が
前
か
が
み
に
な
っ
て
し
ま
う
。「
胸
を

は
っ
て
、
背
す
じ
を
伸
ば
し
て
」
と
一
時
間
の

稽
古
の
間
に
何
回
も
注
意
さ
れ
た
。
八
月
の
末

に
い
よ
い
よ
「
二
枚
扇
」
の
段
に
入
っ
た
。
こ

れ
は
前
回
は
や
ら
な
か
っ
た
と
こ
ろ
だ
っ
た
。 

「
忘
れ
か
ね
た
る
比
翼
の
蝶
の
、
情
…
…
」
で

は
じ
ま
る
こ
の
段
は
、
浦
島
が
乙
姫
様
と
の
深

い
愛
情
に
結
ば
れ
た
幸
せ
の
日
々
を
思
い
、
乙

姫
様
恋
し
と
嘆
く
気
持
ち
を
二
枚
の
扇
で
あ
ら

わ
し
、
踊
り
が
最
も
高
揚
す
る
場
面
で
あ
る
。 

「
せ
め
て
薫
り
の
頼
り
…
…
」
の
一
節
は
大
変

難
し
い
の
で
、
師
匠
は
は
じ
め
か
ら
除
外
す
る

と
言
っ
た
。 

高
く
さ
し
上
げ
た
二
枚
の
扇
子
を
さ
っ
と
手

を
放
し
て
下
で
受
け
た
り
、
横
に
放
っ
て
、
く

る
っ
と
廻
し
と
っ
た
り
、
扇
子
の
骨
の
間
に
指

を
入
れ
て
く
る
く
る
廻
し
た
り
、
高
等
技
術
の

連
続
だ
っ
た
。 

 

何
回
も
扇
子
を
落
と
し
て
し
ま
っ
て
、
少
し

も
前
へ
進
め
な
い
。
家
で
も
、
病
院
の
自
分
の

部
屋
で
も
、
閑
さ
え
あ
れ
ば
「
二
枚
扇
」
の
稽

古
を
し
た
。
扇
子
が
要
を
下
に
し
て
縦
に
床
の

上
に
落
ち
る
と
、
骨
の
竹
が
割
れ
て
し
ま
っ
て

使
い
も
の
に
な
ら
な
く
な
る
。
一
枚
、
二
枚
と

師
匠
か
ら
借
り
た
扇
子
を
壊
し
て
し
ま
っ
た
。

自
分
の
扇
子
も
三
枚
壊
し
た
。
本
番
用
に
東
京

に
注
文
し
て
届
い
た
扇
子
も
壊
し
て
し
ま
い
、

あ
わ
て
て
新
し
い
扇
子
を
送
っ
て
も
ら
っ
た
。

扇
子
を
落
さ
な
い
で
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
の

は
本
番
の
十
日
前
で
あ
っ
た
。 

 

十
一
月
二
十
三
日
、
い
よ
い
よ
邦
楽
祭
の
本

番
の
日
に
な
っ
た
。
舞
台
で
扇
子
を
落
と
す
の

で
は
な
い
か
と
不
安
で
気
が
重
か
っ
た
。 

「
和
田
の
原
、
波
路
は
る
か
…
…
」
と
釣
竿
を

持
っ
て
踊
り
が
は
じ
ま
っ
た
。
何
時
も
よ
り
手

足
が
よ
く
伸
び
る
よ
う
な
気
が
し
た
。
い
よ
い

よ
「
二
枚
扇
」
の
段
に
入
っ
た
。
は
じ
め
の
難

関
の
扇
子
さ
ば
き
が
成
功
し
て
ほ
っ
と
し
た
時
、

両
手
を
高
く
上
げ
て
、
二
枚
の
扇
子
を
く
る
く

る
廻
す
と
こ
ろ
で
、
扇
子
が
よ
く
廻
っ
て
く
れ

な
い
。
こ
れ
は
ま
ず
い
！ 

と
思
っ
た
時
、
次

の
扇
子
の
横
廻
し
取
り
で
扇
子
を
落
と
し
て
し

ま
っ
た
。
大
失
敗
だ
っ
た
。 

 

そ
れ
で
も
終
わ
っ
た
時
、
師
匠
は
何
も
責
め

る
こ
と
な
く
、
よ
く
で
き
ま
し
た
と
誉
め
て
下

さ
っ
た
。
い
つ
も
辛
辣
な
批
評
を
し
て
く
れ
る

従
姉
妹
が
、「
白
髪
の
老
人
に
な
っ
て
か
ら
の
踊

り
が
一
番
よ
か
っ
た
」
と
誉
め
て
く
れ
た
時
、

そ
れ
で
は
前
段
の
踊
り
で
ど
う
で
あ
っ
た
か
と
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複
雑
な
気
持
ち
に
な
っ
た
。 

今
年
も
邦
楽
祭
を
目
指
し
て
、
ま
た
新
し
い

踊
り
に
挑
戦
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
る
。 

 

ま
だ
、
先
は
遠
い
の
だ 

ろ
う
か

 
 
 
 
 
 

方
波
見 
康 
雄
（
82
） 

 

 

「
う
ん
し
ょ
。
う
ん
し
ょ
。
し
か
し
、
ま
だ

先
は
遠
い
の
だ
ろ
う
か
」、
町
田
康
『
宿
屋
め
ぐ

り
』（
講
談
社
）
は
、
冒
頭
の
こ
の
言
葉
か
ら
始

ま
り
延
々
六
百
二
ペ
ー
ジ
に
至
っ
て
よ
う
や
く

物
語
の
幕
を
閉
じ
る
。
と
て
も
読
み
切
れ
な
い

の
で
、
本
屋
の
立
ち
読
み
で
諦
め
た
。
一
九
二

六
年
生
ま
れ
の
私
は
八
十
路
に
足
を
踏
み
入
れ

て
ほ
ぼ
三
年
ち
か
く
、こ
の
ご
ろ
ど
う
や
ら「
諦

め
る
」
と
い
う
人
生
の
要
諦
を
身
に
付
け
始
め

つ
つ
あ
る
。 

 

医
療
で
は
し
か
し
、「
あ
き
ら
め
」は
禁
句
だ
。

「
緩
和
ケ
ア
」
で
は
な
お
さ
ら
の
こ
と
。
長
い

あ
い
だ
、
こ
の
現
場
に
身
を
置
い
た
臨
床
医
と

し
て
、
力
と
知
識
と
智
慧
の
限
り
を
尽
く
し
て

献
身
す
る
、
つ
ま
り
「
あ
き
ら
め
な
い
」
医
療

を
ひ
た
す
ら
追
い
求
め
て
来
た
。
そ
の
習
い
が

性
と
な
り
、
い
つ
の
ま
に
か
我
が
人
生
の
生
き

方
に
ま
で
「
あ
き
ら
め
な
い
」
ク
セ
が
滲
み
込

ん
で
し
ま
っ
た
。 

 

だ
が
人
生
に
は
終
焉
の
と
き
が
訪
れ
る
。
人

は
必
ず
死
ぬ
の
だ
。
こ
れ
も
ま
た
「
緩
和
ケ
ア
」

の
心
構
え
で
も
あ
る
。
患
者
さ
ん
と
共
に
「
あ

き
ら
め
」
を
見
極
め
る
眼
も
大
切
な
の
だ
。
八

十
路
に
至
っ
て
身
に
付
き
そ
う
な
「
あ
き
ら
め

の
哲
学
」、ど
な
た
か
の
お
役
に
立
て
た
い
と
思

っ
た
り
す
る
。
も
っ
と
も
、
そ
の
ま
え
に
、
当

の
本
人
の
私
に
、
自
分
の
人
生
を
諦
め
る
事
態

が
や
っ
て
く
る
に
ち
が
い
な
い
。 

 

『
葉
隠
聞
書
』
に
出
て
来
る
「
一
日
仕
切
り
」

は
好
き
な
言
葉
だ
。「
諦
め
」
は
す
べ
て
、
時
々

刻
々
に
移
ろ
う
時
を
珠
玉
の
よ
う
に
大
事
に
す

る
こ
と
か
ら
始
ま
る
。
眼
前
の
些
事
に
も
目
を

凝
ら
す
。
些
事
を
瑣
事
と
し
て
厭
わ
な
い
。
こ

れ
が
「
一
日
仕
切
り
」
の
要
諦
だ
ろ
う
。
こ
の

心
境
、八
十
路
に
入
っ
て
か
ら
で
は
遅
過
ぎ
る
、

若
い
時
か
ら
の
修
練
が
必
要
だ
。
む
か
し
の
お

侍
は
大
し
た
も
の
だ
と
感
心
し
て
い
る
。 

 

み
つ
む
と 

地
吹
雪
の
見
え
ざ
る
岸
を

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

小
出
秋
光 

 

つ
き
あ
た
り 

年
の
灯
や
と
ほ
く
廊
下
の

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

久
保
田
万
太
郎 

  

「
短
い
生
命
を
与
え
ら
れ
た
後
、
自
ら
を
構

成
す
る
物
質
を
星
に
返
さ
ね
ば
な
ら
な
い
」、カ

ン
ト
『
実
践
理
性
批
判
』
の
結
び
に
出
て
来
る

言
葉
だ
。 

 

構
成
す
る
物
質
と
な
る
と
、
細
胞
・
ゲ
ノ
ム
・

遺
伝
子
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
細
分
化
す
る
と

元
素
・
原
子
・
素
粒
子
か
ら
ニ
ュ
ー
ト
リ
ノ
・

ク
ォ
ー
ク
へ
と
た
ど
り
つ
く
。
ど
れ
も
が
ビ
ッ

グ
バ
ン
か
ら
生
ま
れ
た
も
の
だ
。 

 

要
す
る
に
、わ
が
人
生
も
、わ
が
い
の
ち
も
、

地
球
を
仮
の
宿
と
す
る「
う
つ
し
み
」な
の
だ
。

冬
銀
河
に
煌
め
く
星
の
瞬
き
の
ひ
と
つ
に
な
る

の
で
あ
れ
ば
、
八
十
路
を
超
え
て
生
き
た
値
は

充
分
。
先
は
遠
く
な
く
て
も
結
構
だ
。
つ
く
づ

く
と
そ
う
思
う
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
ま

た
八
十
路
ま
で
生
き
た
余
得
な
の
だ
ろ
う
。 
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